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阿智村教育委員会 令和元年７月定例会会議録 

 

○ 会議日時 令和元年７月 25日(木)  午後１時 30分 

 

○ 会議場所  阿智村保健センター 会議室 

 

○ 出席者  教育長：黒柳紀春 教育長職務代理：塚田紀昭 

委 員：原 彰彦 委員：熊谷 歩 委員：熊谷恒雄 

【事務局】 

教育次長：熊谷修一（全体進行） 

保育園長：原 満 公民館兼社会教育係長：川上 悟  

子育て支援室長：島岡佐喜子 学校教育係：村田浩一 

学校教育専門主事：羽生武彦 学校教育専門主事 佐々木豊 

児童家庭相談主事：佐々木栄子 

（欠席者 学校給食係長：石原哲成）  

 

１ 教育長あいさつ 

 ・中学校は今週火曜日から、小学校も来週から夏休みに入る。各校とも昨年に比

べ３日ほど夏休みが長くなっている。 

・長野県教員採用選考について 

  教員採用選考の志願倍率は下がる一方である。倍率３倍を下回ると危険水域と

いわれ優秀な人材は集まらないとされる。 

 ・全国学力・学習状況調査の結果について 

  小学校は全国、長野県の平均正答率を上回っているが、学校間格差が見られる。 

  中学校は全教科で全国、長野県の平均正答率を下回っている。学校としての組

織的取組みが必要である。 

 ・小中学校の通塾率 

  長野県では小学６年生の３人に１人は学習塾に通っている。中学３年生では４

割の生徒が学習塾に通っている。この数字の意味するところをどう捉えるかが

義務教育の課題である。授業だけですべてが理解できれば基本的に塾へ行く必

要はない。阿智村では公営の若駒アカデミーを開講しているが、経済的に通塾

できない家庭や遠距離で送迎が困難な家庭への支援の意味合いも含まれている。

塾に通っている家庭とそうでない家庭の子どもの学力二極化が進んでいる中、

公営塾はこの点をフォローする役割も担っている。 

 ・県町村教育長会議 

  外国語活動や英語教育中心の研修会であった。千曲市の取組みの講演があった。

幼稚園、保育園から外国語活動に取り組んでいる市町村が増えてきている。阿
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智村では夏季休業中に５日間小中学生対象の英検対策講座を開設する。 

 ・教育文化協議会 

  11 月に山梨学院大学付属小学校の視察を予定している。国際バカロリア認定校

に指定されており、英語学習に力を入れている。 

・学校リフレッシュウイーク中の緊急対応 

本年度は小中学校ともに学級担任が第一対応をし、担任から校長に連絡する態勢

をとる。 

 

２ 協議事項 

（1）小中学校教科用図書の採択について（非公開） 

・原案承認 

（2）要保護・準要保護児童生徒の認定について（非公開） 

  ・事務局案承認 

（3）後援申請について 

   ①和力紅打ち逃げ（加藤木朗） 

  ・承認 

（4）その他 

   

３ 報告・連絡事項 

（1）各係からの報告 

   ・第２学童クラブ夏季休業中の開所について（子育て支援室） 

・あちっ子ライフのファイル配布について（子育て支援室） 

・子ども子育て支援事業計画のためのニーズ調査について（保育園係） 

・英検対策講座について（学校教育係） 

（塚田委員） 

松川町の夏期講座ではどのように取り組むのか。 

（佐々木学校教育専門主事） 

２会場で 15 日間にわたり英検や漢検、数検等の対策を行う。夏期休業中の

学習保障の位置づけである。 

（塚田委員） 

学習の機会を設けて検定のための勉強会を行うということか。阿智村の対 

策講座は焦点を定めて徹底してやらないといけない。 

 （2）８月定例教育委員会の開催日について 

・８月 20日（火）午後１時 30分  

（3）その他 

  （原委員） 

    学習効果には子どもが伸びる適正な人数、子どもたちの構成要素がある。

一定の人数が集まるときちんと集中して学習している。適正人数ということ

を強く感じた。また、発達障がいについて保護者が勉強しているので先生た
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ちに研修をしてもらいたい。 

  （羽生学校教育専門主事） 

    学習集団については小規模校課題研究委員会の中で昨年度から研究してお

り、思い切った複式化の実践や連学年指導、異学年集団による学習成果につ

いては、学校とも共同で研究をしている。今後の取組みは住民の理解。まだ、

住民の皆さんに理解していただけてない。複式学級導入に対する抵抗がある。  

今年度は住民の皆さんに学校の姿を見てもらうことによって、子どもため、

地域のためになる、ということを理解していただき、合意形成ができるよう

研究を進める。９月に実際に学校が取り組んでいる方向をみていただく。 

学校においては校長がリーダーシップをとり、自校の課題を教職員と共有

して課題解決型の学校経営に前向きに取り組んでほしい。課題解決型の学校

経営が確実に成果に結びついていくことを共有していく。 

（熊谷恒雄委員） 

    全国学テで学校によって正答率に大きな差があったということは学校全体

の取り組みの問題。職員が課題を共有して継続して取り組まないと成果は上

がらない。教育委員会で推進してほしい。 

 

（閉会 午後 3 時 15 分） 

                 

教育委員 署名・捺印 


